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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）融合ペプチドをコードするヌクレオチド配列であって、該融合ペプチドのアミノ酸
配列が、配列番号３９～４２のアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有する
、ヌクレオチド配列；
　ｂ）融合タンパク質をコードするヌクレオチド配列であって、該融合タンパク質をコー
ドするヌクレオチド配列が、配列番号７９～８１のアミノ酸配列に対し少なくとも９０％
配列同一性を有する、ヌクレオチド配列；
　ｃ）配列番号８９に対し少なくとも９０％配列同一性を有するポリペプチドをコードす
るヌクレオチド配列を含むプラスミド；または
　ｄ）第１のアミノ酸配列をコードする第１のヌクレオチド配列および第２のアミノ酸配
列をコードする第２のヌクレオチド配列であって、該第１のアミノ酸配列および該第２の
アミノ酸配列のそれぞれが独立に、配列番号１、６、８～１０、１４～１６、２０、２５
～２８、３２～３４、４６～５６、６０～６２、６６～７５、８２～８５および８７から
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選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有し、該第１のヌクレオチ
ド配列および該第２のヌクレオチド配列が、１種または複数のプラスミドに位置する、第
１のヌクレオチド配列および第２のヌクレオチド配列
を含む組成物。
【請求項２】
　前記融合ペプチドのアミノ酸配列が、配列番号３９～４２のアミノ酸配列に対し少なく
とも９５％配列同一性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記融合ペプチドのアミノ酸配列が、配列番号３９のアミノ酸配列に対し少なくとも９
５％配列同一性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記融合ペプチドのアミノ酸配列が、配列番号３９のアミノ酸配列に対し少なくとも９
９％配列同一性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記融合ペプチドのアミノ酸配列が、配列番号３９のアミノ酸配列である、請求項１に
記載の組成物。
【請求項６】
　前記融合タンパク質のアミノ酸配列が、配列番号７９～８１のアミノ酸配列に対し少な
くとも９５％配列同一性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記融合タンパク質のアミノ酸配列が、配列番号７９のアミノ酸配列に対し少なくとも
９５％配列同一性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記融合タンパク質のアミノ酸配列が、配列番号７９のアミノ酸配列に対し少なくとも
９９％配列同一性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記ポリペプチドをコードするヌクレオチド配列を含むプラスミドが、配列番号８９の
アミノ酸配列に対し少なくとも９５％配列同一性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記第１のアミノ酸配列および前記第２のアミノ酸配列がそれぞれ独立に、配列番号１
、６、８～１０、１４～１６、２０、２５～２８、３２～３４、４６～５６、６０～６２
、６６～７５、８２～８５および８７から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９５
％配列同一性を有し、前記第１のヌクレオチド配列および前記第２のヌクレオチド配列が
、１種または複数のプラスミドに位置する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記第１のプラスミドが、ｐＵＭＶＣ３プラスミド骨格を含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、医薬担体、アジュバントまたはこれらの組合せをさらに含む、請求項１
～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記アジュバントが、ＧＭ－ＣＳＦである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　対象における乳がんを予防するための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項１５】
　対象における乳がんに関連する細胞の成長を予防するための、請求項１～１３のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　対象における乳がんを処置するための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物
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。
【請求項１７】
　対象における乳がんに関連する多数の細胞を排除するための、請求項１～１３のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　対象における卵巣がんを予防するための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項１９】
　対象における卵巣がんを処置するための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項２０】
　前記組成物が、皮下注射、皮内注射、筋肉内注射、静脈内注射、外用適用または吸入に
より前記対象に投与される、請求項１４～１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記対象が、乳がんまたは卵巣がんを有するヒト、乳がんまたは卵巣がんを有するマウ
スおよび乳がんまたは卵巣がんを有するラットからなる群から選択されるか、あるいは乳
がんも卵巣がんもないヒト、乳がんも卵巣がんもないマウスおよび乳がんも卵巣がんもな
いラットからなる群から選択される、請求項１４～１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記組成物が前記対象における免疫応答の誘発に有効である、請求項１４～１９のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記免疫応答が、１型免疫応答である、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記免疫応答が、１を超えるＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の
比によって特徴付けられる、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記免疫応答が、１未満のＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の比
によって特徴付けられる、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記免疫応答が、１を超えるＩＬ－１０産生に対するＩＦＮγ産生の比によって特徴付
けられる、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記免疫応答が、１未満のＩＬ－１０産生に対するＩＦＮγ産生の比によって特徴付け
られる、請求項２２に記載の組成物。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本明細書に記載されている組成物は、一部の態様では、乳がんに関連する細胞によって
発現される第１の抗原の第１のエピトープをコードする第１のヌクレオチド配列を含む第
１のプラスミドと、乳がんに関連する細胞によって発現される第２の抗原の第２のエピト
ープをコードする第２のヌクレオチド配列とを含む組成物であって、第１のヌクレオチド
配列および第２のヌクレオチド配列が１種または複数のプラスミドに位置する組成物を含
む。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
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（項目１）
　ａ）ポリペプチドをコードするヌクレオチド配列を含む単離および精製されたプラスミ
ドであって、前記ポリペプチドが複数のエピトープを含むプラスミドと、
ｂ）賦形剤と
を含む組成物。
（項目２）
　前記複数のエピトープが、配列番号１、６、８～１０、１４～１６、２０、２５～２８
、３２～３４、４６～５６、６０～６２、６６～７５、８２～８５または８７から選択さ
れるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含む１種または複数のエピトープ
を含む、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　前記複数のエピトープが、配列番号８２～８４から選択されるアミノ酸配列に対し少な
くとも９０％配列同一性を含む１種または複数のエピトープを含む、項目１または２に記
載の組成物。
（項目４）
　前記複数のエピトープが、配列番号１、６、８～１０、１４～１６、２０、２５～２８
または３２～３４から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含む
１種または複数のエピトープを含む、項目１または２に記載の組成物。
（項目５）
　前記複数のエピトープが、配列番号４６～５６、６０～６２または６６～７５から選択
されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含む１種または複数のエピトー
プを含む、項目１または２に記載の組成物。
（項目６）
　前記複数のエピトープが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるアミノ
酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含む１種または複数のエピトープを含む、項
目１または２に記載の組成物。
（項目７）
　前記複数のエピトープが、配列番号１、６、８～１０、１４～１６、２０、２５～２８
、３２～３４、４６～５６、６０～６２、６６～７５、８２～８５または８７から選択さ
れる１種または複数のエピトープを含む、項目１に記載の組成物。
（項目８）
　前記複数のエピトープが、複数の連続したエピトープである、項目１～７のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目９）
　前記連続したエピトープが、エピトープ配列のうち１種または複数の間にリンカーをさ
らに含む、項目８に記載の組成物。
（項目１０）
　追加的なポリペプチドをコードする追加的なヌクレオチド配列を含む追加的な単離およ
び精製されたプラスミドをさらに含み、前記追加的なポリペプチドが、配列番号１、６、
８～１０、１４～１６、２０、２５～２８、３２～３４、４６～５６、６０～６２、６６
～７５、８２～８５または８７から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列
同一性を含む１種または複数のエピトープを含む複数のエピトープを含む、項目１～７の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目１１）
　追加的なポリペプチドをコードする追加的なヌクレオチド配列を含む追加的な単離およ
び精製されたプラスミドをさらに含み、前記追加的なポリペプチドが、配列番号１、６、
８～１０、１４～１６、２０、２５～２８、３２～３４、４６～５６、６０～６２、６６
～７５、８２～８５または８７から選択される複数のエピトープを含む、項目１～７のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目１２）
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　前記ポリペプチドおよび前記追加的なポリペプチドの配列が異なる、項目１、１０また
は１１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３）
　前記単離および精製されたプラスミドが、乳がんに関連する細胞によって発現される第
１の抗原の第１のエピトープをコードする第１のヌクレオチド配列をさらに含む、項目１
に記載の組成物。
（項目１４）
　乳がんに関連する細胞によって発現される第２の抗原の第２のエピトープをコードする
第２のヌクレオチド配列をさらに含む、項目１または１３に記載の組成物。
（項目１５）
　前記第１のヌクレオチド配列および前記第２のヌクレオチド配列が、１種または複数の
単離および精製されたプラスミドに位置する、項目１、１３または１４のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目１６）
　前記第１のエピトープおよび前記第２のエピトープが、配列番号８２～８４から選択さ
れるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含むＨＩＦ－１αペプチドの部分
から独立に選択される、項目１または１３～１５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７）
　前記第１および前記第２のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ
３またはＭＤＭ２から独立に選択され、前記第１のヌクレオチド配列および前記第２のヌ
クレオチド配列が、１種または複数の単離および精製されたプラスミドに位置する、項目
１または１３～１５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１８）
　前記ペプチドＣＤ１０５のエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号２～５から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号１、６または８～１０から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％
配列同一性を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または１７のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目１９）
　前記ペプチドＹｂ－１のエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号１１～１２から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号１４～１６から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または１７のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２０）
　前記ペプチドＳＯＸ－２のエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号１７～１８から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号２０に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列をコードする
ヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または１７のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２１）
　前記ペプチドＣＤＨ３のエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号２１～２４から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
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ｂ）配列番号２５～２８から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または１７のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２２）
　前記ペプチドＭＤＭ２のエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号２９～３１から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号３２～３４から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または１７のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２３）
　５種のエピトープの融合ペプチドをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号３５～３８から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号３９～４２から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または１７のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２４）
　前記第１および前記第２のエピトープが、ＩＧＦＢＰ－２、ＨＥＲ－２またはＩＧＦ－
１Ｒから独立に選択され、前記第１のヌクレオチド配列および前記第２のヌクレオチド配
列が、１種または複数の単離および精製されたプラスミドに位置する、項目１または１３
～１５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２５）
　前記ペプチドＩＧＦＢＰ－２のエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号４３～４５から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号４６～５６から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または２４のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２６）
　前記ペプチドＨＥＲ－２のエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号５７～５９から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号６０～６２から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または２４のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２７）
　前記ペプチドＩＧＦ－１Ｒのエピトープをコードする核酸配列が、
ａ）配列番号６３～６５から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号６６～７５から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または２４のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２８）
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　３種のエピトープの融合タンパク質をコードする核酸配列が、
ａ）配列番号７６～７８から選択されるヌクレオチド配列に対し少なくとも９０％配列同
一性を有するヌクレオチド配列および
ｂ）配列番号７９～８１から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を有するアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列
からなる群から選択される、項目１、１３～１５または２４のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２９）
　ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３またはＭＤＭ２から独立に選択される第
１および第２のエピトープを含む、項目１、１３～１５または１７～２３のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目３０）
　前記組成物が、第３のエピトープをさらに含み、前記第１、第２および第３のエピトー
プが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３またはＭＤＭ２から独立に選択され
る、項目１、１３～１５または１７～２３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３１）
　前記組成物が、第３および第４のエピトープをさらに含み、前記第１、第２、第３およ
び第４のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３またはＭＤＭ２か
ら独立に選択される、項目１、１３～１５または１７～２３のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目３２）
　前記組成物が、第３、第４および第５のエピトープをさらに含み、前記第１、第２、第
３、第４および第５のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３また
はＭＤＭ２から独立に選択される、項目１、１３～１５または１７～２３のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目３３）
　ＩＧＦＢＰ２、ＨＥＲ－２またはＩＧＦ－１Ｒから独立に選択される第１および第２の
エピトープを含む、項目１、１３～１５または２４～２８のいずれか一項に記載の組成物
。
（項目３４）
　前記組成物が、第３のエピトープをさらに含み、前記第１、第２および第３のエピトー
プが、ＩＧＦＢＰ２、ＨＥＲ－２またはＩＧＦ－１Ｒから独立に選択される、項目１、１
３～１５または２４～２８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３５）
　前記組成物が、第３のエピトープ、第４のエピトープまたは第５のエピトープをさらに
含み、前記第１、第２、第３、第４または第５のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、
ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３、ＭＤＭ２、ＨＩＦ－１α、サバイビン、ＩＧＦＢＰ２、ＨＥＲ－
２またはＩＧＦ－１Ｒから独立に選択される、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３６）
　前記第１および前記第２の核酸配列が、第１の単離および精製されたプラスミドに位置
する、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３７）
　前記第２の核酸配列が、第２の単離および精製されたプラスミドに位置する、先行する
項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３８）
　前記第１および前記第２の核酸配列が、少なくとも７０％の純度まで精製される、先行
する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３９）
　少なくとも前記第１の単離および精製されたプラスミドが、医薬組成物内に含有されて
いる、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
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（項目４０）
　前記医薬組成物が、医薬担体、アジュバントまたはこれらの組合せをさらに含む、先行
する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４１）
　アジュバントおよび薬学的に許容される担体をさらに含む、先行する項目のいずれかに
記載の組成物。
（項目４２）
　前記第１および前記第２の核酸配列が、前記第１の単離および精製されたプラスミドに
位置し、リンカー核酸の配列によって離されている、先行する項目のいずれかに記載の組
成物。
（項目４３）
　前記第１の核酸配列が、前記第１の単離および精製されたプラスミドにおいて前記第２
の核酸配列に隣接する、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４４）
　ａ）乳がんまたは卵巣がんに関連する細胞によって発現される第１の抗原の第１のエピ
トープと、
ｂ）乳がんまたは卵巣がんに関連する細胞によって発現される第２の抗原の第２のエピト
ープと
を含む組成物であって、
前記第１および前記第２のエピトープが、配列番号１、６、８～１０、１４～１６、２０
、２５～２８、３２～３４、４６～５６、６０～６２、６６～７５、８２～８５または８
７から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を独立に含む組成物。
（項目４５）
　前記第１および前記第２のエピトープが、ＨＩＦ－１αに由来する、項目４４に記載の
組成物。
（項目４６）
　前記ペプチドＨＩＦ－１αの少なくとも第１のエピトープが、配列番号８２～８４から
選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列からな
る群から選択される、項目４４または４５に記載の組成物。
（項目４７）
　前記第１および前記第２のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ
３またはＭＤＭ２から独立に選択される、項目４４に記載の組成物。
（項目４８）
　前記ペプチドＣＤ１０５の少なくとも第１のエピトープが、配列番号１、６または８～
１０から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配
列からなる群から選択される、項目４４または４７に記載の組成物。
（項目４９）
　前記ペプチドＹｂ－１の少なくとも第１のエピトープが、配列番号１４～１６から選択
されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列からなる群
から選択される、項目４４または４７に記載の組成物。
（項目５０）
　前記ペプチドＳＯＸ－２の少なくとも第１のエピトープが、配列番号２０に対し少なく
とも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列からなる群から選択される、項目４４または
４７に記載の組成物。
（項目５１）
　前記ペプチドＣＤＨ３の少なくとも第１のエピトープが、配列番号２５～２８から選択
されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列からなる群
から選択される、項目４４または４７に記載の組成物。
（項目５２）
　前記ペプチドＭＤＭ－２の少なくとも第１のエピトープが、配列番号３２～３４から選
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択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列からなる
群から選択される、項目４４または４７に記載の組成物。
（項目５３）
　５種のエピトープの融合ペプチドのアミノ酸配列が、配列番号３９～４２から選択され
るアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列からなる群から
選択される、項目４４または４７に記載の組成物。
（項目５４）
　前記第１および前記第２のエピトープが、ＩＧＦＢＰ－２、ＨＥＲ－２またはＩＧＦ－
１Ｒから独立に選択され、前記第１のヌクレオチド配列および前記第２のヌクレオチド配
列が、１種または複数のプラスミドに位置する、項目４４に記載の組成物。
（項目５５）
　前記ペプチドＩＧＦＢＰ－２の少なくとも第１のエピトープが、配列番号４６～５６か
ら選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列から
なる群から選択される、項目４４または５４に記載の組成物。
（項目５６）
　前記ペプチドＨＥＲ－２の少なくとも第１のエピトープが、配列番号６０～６２から選
択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列をコード
するヌクレオチド配列からなる群から選択される、項目４４または５４に記載の組成物。
（項目５７）
　前記ペプチドＩＧＦ－１Ｒのエピトープをコードする核酸配列が、配列番号６６～７５
から選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列か
らなる群から選択される、項目４４または５４に記載の組成物。
（項目５８）
　３種のエピトープの融合タンパク質をコードする核酸配列が、配列番号７９～８１から
選択されるアミノ酸配列に対し少なくとも９０％配列同一性を有するアミノ酸配列からな
る群から選択される、項目４４または５４に記載の組成物。
（項目５９）
　ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３またはＭＤＭ２から独立に選択される第
１および第２のエピトープを含む、項目４４または４７～５３のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目６０）
　前記組成物が、第３のエピトープをさらに含み、前記第１、第２および第３のエピトー
プが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３またはＭＤＭ２から独立に選択され
る、項目４４、４７～５３または５９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６１）
　前記組成物が、第３および第４のエピトープをさらに含み、前記第１、第２、第３およ
び第４のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３またはＭＤＭ２か
ら独立に選択される、項目４４、４７～５３、５９または６０のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目６２）
　前記組成物が、第３、第４および第５のエピトープをさらに含み、前記第１、第２、第
３、第４および第５のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３また
はＭＤＭ２から独立に選択される、項目４４、４７～５３または５９～６１のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目６３）
　ＩＧＦＢＰ２、ＨＥＲ－２またはＩＧＦ－１Ｒから独立に選択される第１および第２の
エピトープを含む、項目４４または４７～５３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６４）
　前記組成物が、第３のエピトープをさらに含み、前記第１、第２および第３のエピトー
プが、ＩＧＦＢＰ２、ＨＥＲ－２またはＩＧＦ－１Ｒから独立に選択される、項目４４、
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４７～５３または６３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６５）
　前記組成物が、第３のエピトープ、第４のエピトープまたは第５のエピトープをさらに
含み、前記第１、第２、第３、第４または第５のエピトープが、ＣＤ１０５、Ｙｂ－１、
ＳＯＸ－２、ＣＤＨ３、ＭＤＭ２、ＨＩＦ－１α、サバイビン、ＩＧＦＢＰ２、ＨＥＲ－
２またはＩＧＦ－１Ｒから独立に選択される、項目４４～６４のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目６６）
　少なくとも前記第１のエピトープが、医薬組成物内に含有されている、項目４４～６５
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６７）
　前記医薬組成物が、医薬担体、アジュバントまたはこれらの組合せをさらに含む、項目
４４～６６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６８）
　アジュバントおよび医薬担体をさらに含む、項目４４～６７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目６９）
　前記第１および前記第２のエピトープのアミノ酸配列が、リンカーアミノ酸の配列によ
って離されている、項目４４～６８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７０）
　前記第１のエピトープのアミノ酸配列が、前記第２のエピトープのアミノ酸配列に隣接
する、項目４４～６９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７１）
　前記がんが、乳がんである、項目４４～７０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７２）
　対象への投与のために製剤化されている、先行する項目のいずれか一項に記載の組成物
。
（項目７３）
　前記乳がんに関連する細胞が、異型特徴を発現する乳房細胞、前腫瘍性乳房細胞、乳が
ん細胞、前浸潤性乳がん細胞、乳がん幹細胞、上皮細胞、間葉系細胞、間質細胞またはこ
れらの組合せから選択される、先行する項目のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７４）
　対象における免疫応答の誘発に有効である、先行する項目のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目７５）
　対象における乳がんに関連する多数の細胞の排除に有効である、先行する項目のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目７６）
　対象における乳がんに関連する細胞の成長の予防に使用することができる、先行する項
目のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７７）
　前記免疫応答が、１型免疫応答である、先行する項目のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７８）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の
比によって特徴付けられる、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目７９）
　前記免疫応答が、１未満のＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の比
によって特徴付けられる、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目８０）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＬ－１０産生に対するＩＦＮγ産生の比によって特徴付
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けられる、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目８１）
　前記免疫応答が、１未満のＩＬ－１０産生に対するＩＦＮγ産生の比によって特徴付け
られる、先行する項目のいずれかに記載の組成物。
（項目８２）
　前記アジュバントが、ＧＭ－ＣＳＦである、先行する項目のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目８３）
　先行する項目のいずれかに記載の組成物を対象に投与する方法。
（項目８４）
　前記対象が、それを必要とする、項目８３に記載の方法。
（項目８５）
　対象における乳がんを予防する方法であって、項目１～８２のいずれか一項に記載の組
成物を前記対象に投与するステップを含む方法。
（項目８６）
　対象における乳がんを処置する方法であって、項目１～８２に記載の組成物を前記対象
に投与するステップを含む方法。
（項目８７）
　前記投与するステップが、前記対象への項目１～８２に記載の組成物の少なくとも１用
量の送達をさらに含む、項目８５または８６に記載の方法。
（項目８８）
　前記投与するステップが、皮下注射、皮内注射、筋肉内注射、血管内注射、外用適用ま
たは吸入による、前記対象への項目１～８２に記載の組成物の送達をさらに含む、項目８
５または８６に記載の方法。
（項目８９）
　前記対象が、乳がんを有するヒト、乳がんを有するマウスおよび乳がんを有するラット
からなる群から選択される、項目８５または８６に記載の方法。
（項目９０）
　前記対象が、乳がんがないヒト、乳がんがないマウスおよび乳がんがないラットからな
る群から選択される、項目８５または８６に記載の方法。
（項目９１）
　配列番号８２～８４から選択されるエピトープ配列に対し少なくとも９０％配列同一性
を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種のヌクレオチド配列を含む、単離および
精製されたプラスミド。
（項目９２）
　前記単離および精製されたプラスミドが、２種またはそれを超えるヌクレオチド配列の
セットを含み、前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号８
２～８４から選択される少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドを独立にコード
する、項目９１に記載の単離および精製されたプラスミド。
（項目９３）
　前記単離および精製されたプラスミドが、２種またはそれを超えるヌクレオチド配列の
セットを含み、前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号８
２～８４から選択される少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードし、前
記ヌクレオチドのそれぞれが、前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のセット内
で同一ではない、項目９１に記載の単離および精製されたプラスミド。
（項目９４）
　配列番号１、６、８～１０、１４～１６、２０、２５～２８または３２～３４から選択
されるエピトープ配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードす
る少なくとも１種のヌクレオチド配列を含む、単離および精製されたプラスミド。
（項目９５）
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　前記単離および精製されたプラスミドが、２種またはそれを超えるヌクレオチド配列の
セットを含み、前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号１
、６、８～１０、１４～１６、２０、２５～２８または３２～３４から選択される少なく
とも９０％配列同一性を含むポリペプチドを独立にコードする、項目９４に記載の単離お
よび精製されたプラスミド。
（項目９６）
　前記単離および精製されたプラスミドが、２種またはそれを超えるヌクレオチド配列の
セットを含み、前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号１
、６、８～１０、１４～１６、２０、２５～２８または３２～３４から選択される少なく
とも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードし、前記ヌクレオチドのそれぞれが、
前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のセット内で同一ではない、項目９４に記
載の単離および精製されたプラスミド。
（項目９７）
　配列番号４６～５６、６０～６２または６６～７５から選択されるエピトープ配列に対
し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種のヌクレ
オチド配列を含む、単離および精製されたプラスミド。
（項目９８）
　前記単離および精製されたプラスミドが、２種またはそれを超えるヌクレオチド配列の
セットを含み、前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号４
６～５６、６０～６２または６６～７５から選択される少なくとも９０％配列同一性を含
むポリペプチドを独立にコードする、項目９７に記載の単離および精製されたプラスミド
。
（項目９９）
　前記単離および精製されたプラスミドが、２種またはそれを超えるヌクレオチド配列の
セットを含み、前記２種またはそれを超えるヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号４
６～５６、６０～６２または６６～７５から選択される少なくとも９０％配列同一性を含
むポリペプチドをコードし、前記ヌクレオチドのそれぞれが、前記２種またはそれを超え
るヌクレオチド配列のセット内で同一ではない、項目９７に記載の単離および精製された
プラスミド。
（項目１００）
　項目１～８２のいずれか一項に記載の組成物を調製するためのキットであって、前記組
成物を調製するための説明書を含むキット。
（項目１０１）
　項目１～８２のいずれか一項に記載の組成物を対象に投与するためのキットであって、
前記組成物を投与するための説明書を含むキット。
（項目１０２）
　ａ）配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配列に対し少なく
とも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種のヌクレオチド配
列を含むプラスミドと、
ｂ）賦形剤と
を含む組成物。
（項目１０３）
　前記プラスミドが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配
列に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種の
ヌクレオチド配列を含む、項目１０２に記載の組成物。
（項目１０４）
　前記プラスミドが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配
列に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種の
ヌクレオチド配列を含む、項目１０２に記載の組成物。
（項目１０５）
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　前記プラスミドが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配
列に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種の
ヌクレオチド配列を含む、項目１０２に記載の組成物。
（項目１０６）
　前記プラスミドが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配
列に対し１００％配列同一性を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種のヌクレオ
チド配列を含む、項目１０２に記載の組成物。
（項目１０７）
　前記プラスミドが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配
列の全長に対し１００％配列同一性からなるポリペプチドをコードする少なくとも１種の
ヌクレオチド配列を含む、項目１０２に記載の組成物。
（項目１０８）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０２
～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０９）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０２
～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１０）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０２
～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１１）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０２
～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１２）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも１００％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０
２～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１３）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目ｖのい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目１１４）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０２
～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１５）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０２
～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１６）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０２
～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１７）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも１００％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１０
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２～１０７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１１８）
　前記プラスミドが、少なくとも４種のヌクレオチド配列を含む、項目１０２～１１７の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目１１９）
　前記少なくとも４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５また
は８７から選択されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプ
チドを独立にコードする、項目１１８に記載の組成物。
（項目１２０）
　前記プラスミドが、４種のヌクレオチド配列を含む、項目１０２～１１９のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目１２１）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドを独立
にコードする、項目１２０に記載の組成物。
（項目１２２）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、異なるポリペプチドをコードする、項目１
２０に記載の組成物。
（項目１２３）
　前記異なるポリペプチドのそれぞれが、配列番号５４、７３、８５および８７から選択
されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含む、項目１２２に記載の組
成物。
（項目１２４）
　少なくとも１個の追加的なプラスミドをさらに含む、項目１０２～１１７のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目１２５）
　前記少なくとも１個の追加的なプラスミドが、配列番号５４、７３、８５または８７か
ら選択されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコ
ードするヌクレオチド配列を含む、項目１２４に記載の組成物。
（項目１２６）
　前記プラスミドが、単離および精製されたプラスミドである、項目１０２～１２５のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目１２７）
　前記プラスミドが、約５０％、約６０％、約７０％、約８０％、約９０％または約１０
０％純粋である、項目１０２～１２６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１２８）
　前記プラスミドが、発現ベクターである、項目１０２～１２７のいずれか一項に記載の
組成物。
（項目１２９）
　前記発現ベクターが、ｐＵＭＶＣ３を含む、項目１２８に記載の組成物。
（項目１３０）
　アジュバントをさらに含む、項目１０２～１２９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３１）
　前記アジュバントが、ＧＭ－ＣＳＦである、項目１３０に記載の組成物。
（項目１３２）
　前記賦形剤が、薬学的に許容される担体である、項目１０２～１３１のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目１３３）
　皮下、筋肉内または皮内投与のために製剤化されている、項目１０２～１３２のいずれ
か一項に記載の組成物。
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（項目１３４）
　ａ）４種のヌクレオチド配列を含むプラスミドであって、前記４種のヌクレオチド配列
のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配列に対
し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドを独立にコードするプラスミドと、
ｂ）賦形剤と
を含む組成物。
（項目１３５）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドを独立
にコードする、項目１３４に記載の組成物。
（項目１３６）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドを独立
にコードする、項目１３４に記載の組成物。
（項目１３７）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチドを独立
にコードする、項目１３４に記載の組成物。
（項目１３８）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し１００％配列同一性を含むポリペプチドを独立にコード
する、項目１３４に記載の組成物。
（項目１３９）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列の全長に対し１００％配列同一性からなるポリペプチドを独立
にコードする、項目１３４に記載の組成物。
（項目１４０）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、異なるポリペプチドをコードする、項目１
３４に記載の組成物。
（項目１４１）
　前記異なるポリペプチドのそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択
されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含む、項目１３４または１４
０に記載の組成物。
（項目１４２）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４３）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４４）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４５）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４６）
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　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも１００％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３
４～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４７）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４８）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４９）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５０）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３４
～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５１）
　前記４種のヌクレオチド配列のうち１種が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも１００％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１３
４～１４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５２）
　前記４種のヌクレオチド配列が、前記プラスミド内にタンデムに配置されている、項目
１３４～１５１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５３）
　前記４種のヌクレオチド配列が、リンカー核酸の配列によって離されている、項目１３
４～１５２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５４）
　前記プラスミドが、単離されたプラスミドである、項目１３４～１５３のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目１５５）
　前記プラスミドが、約５０％、約６０％、約７０％、約８０％、約９０％または約１０
０％純粋である、項目１３４～１５４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５６）
　前記プラスミドが、発現ベクターである、項目１３４～１５５のいずれか一項に記載の
組成物。
（項目１５７）
　前記発現ベクターが、ｐＵＭＶＣ３を含む、項目１５６に記載の組成物。
（項目１５８）
　アジュバントをさらに含む、項目１３４～１５７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５９）
　前記アジュバントが、ＧＭ－ＣＳＦである、項目１５８に記載の組成物。
（項目１６０）
　前記賦形剤が、薬学的に許容される担体である、項目１３４～１５９のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目１６１）
　皮下投与、筋肉内投与または皮内投与のために製剤化されている、項目１３４～１６０
のいずれか一項に記載の組成物。
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（項目１６２）
　対象における乳がんの処置のための、項目１０２～１３３のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目１６３）
　対象における卵巣がんの処置のための、項目１０２～１３３のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１６４）
　対象における乳がんの処置のための、項目１３４～１６１のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目１６５）
　対象における卵巣がんの処置のための、項目１３４～１６１のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１６６）
　前記乳がんが、再発したまたは難治性の乳がんである、項目１６２～１６５のいずれか
一項に記載の組成物。
（項目１６７）
　前記乳がんが、転移した乳がんである、項目１６２～１６６のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１６８）
　前記卵巣がんが、再発したまたは難治性の卵巣がんである、項目１６２～１６５のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目１６９）
　前記卵巣がんが、転移した卵巣がんである、項目１６２～１６５または１６８のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目１７０）
　免疫応答を誘発する、項目１６２～１６９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７１）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の
比によって特徴付けられる、項目１７０に記載の組成物。
（項目１７２）
　前記免疫応答が、１未満のＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の比
によって特徴付けられる、項目１７０に記載の組成物。
（項目１７３）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＬ－１０産生に対するＩＦＮ－γ産生の比によって特徴
付けられる、項目１７０に記載の組成物。
（項目１７４）
　前記免疫応答が、１未満のＩＬ－１０産生に対するＩＦＮ－γ産生の比によって特徴付
けられる、項目１７０に記載の組成物。
（項目１７５）
　乳がんを処置する方法であって、それを必要とする対象に、項目１０２～１３３に記載
の組成物を投与するステップを含む方法。
（項目１７６）
　卵巣がんを処置する方法であって、それを必要とする対象に、項目１０２～１３３に記
載の組成物を投与するステップを含む方法。
（項目１７７）
　乳がんを処置する方法であって、それを必要とする対象に、項目１３４～１６１に記載
の組成物を投与するステップを含む方法。
（項目１７８）
　卵巣がんを処置する方法であって、それを必要とする対象に、項目１３４～１６１に記
載の組成物を投与するステップを含む方法。
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（項目１７９）
　前記乳がんが、再発したまたは難治性のがんである、項目１７５～１７８のいずれか一
項に記載の方法。
（項目１８０）
　前記乳がんが、転移したがんである、項目１７５～１７９のいずれか一項に記載の方法
。
（項目１８１）
　前記卵巣がんが、再発したまたは難治性の卵巣がんである、項目１７５～１７８のいず
れか一項に記載の方法。
（項目１８２）
　前記卵巣がんが、転移した卵巣がんである、項目１７５～１７８または１８１のいずれ
か一項に記載の方法。
（項目１８３）
　前記組成物が、免疫応答を誘発する、項目１７５～１８２のいずれか一項に記載の方法
。
（項目１８４）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の
比によって特徴付けられる、項目１８３に記載の方法。
（項目１８５）
　前記免疫応答が、１未満のＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の比
によって特徴付けられる、項目１８３に記載の方法。
（項目１８６）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＬ－１０産生に対するＩＦＮ－γ産生の比によって特徴
付けられる、項目１８３に記載の方法。
（項目１８７）
　前記免疫応答が、１未満のＩＬ－１０産生に対するＩＦＮ－γ産生の比によって特徴付
けられる、項目１８３に記載の方法。
（項目１８８）
　追加的な治療剤を投与するステップをさらに含む、項目１７５～１８７のいずれか一項
に記載の方法。
（項目１８９）
　乳がんまたは卵巣がんを有する対象において免疫応答を生じさせる方法であって、前記
対象に、項目１０２～１３３に記載の組成物を投与するステップを含む方法。
（項目１９０）
　乳がんまたは卵巣がんを有する対象において免疫応答を生じさせる方法であって、前記
対象に、項目１３４～１６１に記載の組成物を投与するステップを含む方法。
（項目１９１）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の
比によって特徴付けられる、項目１８９または１９０に記載の方法。
（項目１９２）
　前記免疫応答が、１未満のＩＩ型サイトカイン産生に対するＩ型サイトカイン産生の比
によって特徴付けられる、項目１８９または１９１に記載の方法。
（項目１９３）
　前記免疫応答が、１を超えるＩＬ－１０産生に対するＩＦＮ－γ産生の比によって特徴
付けられる、項目１８９または１９０に記載の方法。
（項目１９４）
　前記免疫応答が、１未満のＩＬ－１０産生に対するＩＦＮ－γ産生の比によって特徴付
けられる、項目１８９または１９０に記載の方法。
（項目１９５）
　配列番号５４、７３、８５または８７から選択されるエピトープ配列に対し少なくとも
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７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする少なくとも１種のヌクレオチド配列を
含む、単離および精製されたプラスミド。
（項目１９６）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドをコー
ドする、項目１９５に記載のプラスミド。
（項目１９７）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチドをコー
ドする、項目１９５に記載のプラスミド。
（項目１９８）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチドをコー
ドする、項目１９５に記載のプラスミド。
（項目１９９）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも１００％配列同一性を含むポリペプチドをコ
ードする、項目１９５に記載のプラスミド。
（項目２００）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列の全長に対し１００％配列同一性からなるポリペプチドをコー
ドする、項目１９５に記載のプラスミド。
（項目２０１）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８５の少なくとも２０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１９５
～２００のいずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２０２）
　前記少なくとも１種のヌクレオチド配列が、配列番号８７の少なくとも６０個の連続ア
ミノ酸に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする、項目１９５
～２０１のいずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２０３）
　前記単離されたプラスミドが、少なくとも４種のヌクレオチド配列を含む、項目１９５
～２０２のいずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２０４）
　前記少なくとも４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５また
は８７から選択されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプ
チドを独立にコードする、項目２０３に記載のプラスミド。
（項目２０５）
　前記単離されたプラスミドが、４種のヌクレオチド配列を含む、項目１９５～２０４の
いずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２０６）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から
選択されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含むポリペプチドを独立
にコードする、項目２０５に記載のプラスミド。
（項目２０７）
　前記４種のヌクレオチド配列のそれぞれが、異なるポリペプチドをコードする、項目２
０５に記載のプラスミド。
（項目２０８）
　前記異なるポリペプチドのそれぞれが、配列番号５４、７３、８５または８７から選択
されるエピトープ配列に対し少なくとも７０％配列同一性を含む、項目２０７に記載のプ
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ラスミド。
（項目２０９）
　前記４種のヌクレオチド配列が、前記プラスミド内にタンデムに配置されている、項目
２０７～２０８のいずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２１０）
　前記４種のヌクレオチド配列が、リンカー核酸の配列によって離されている、項目２０
７～２０９のいずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２１１）
　約５０％、約６０％、約７０％、約８０％、約９０％または約１００％純粋である、項
目１９５～２１０のいずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２１２）
　発現ベクターである、項目１９５～２１１のいずれか一項に記載のプラスミド。
（項目２１３）
　前記発現ベクターが、ｐＵＭＶＣ３を含む、項目２１２に記載のプラスミド。
（項目２１４）
　ａ）配列番号８９に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドをコードする
ヌクレオチド配列を含むプラスミドと、
ｂ）賦形剤と
を含む組成物。
（項目２１５）
　前記プラスミドが、配列番号８９に対し少なくとも９０％配列同一性を含むポリペプチ
ドをコードするヌクレオチド配列を含む、項目２１４に記載の組成物。
（項目２１６）
　前記プラスミドが、配列番号８９に対し少なくとも９５％配列同一性を含むポリペプチ
ドをコードするヌクレオチド配列を含む、項目２１４に記載の組成物。
（項目２１７）
　前記プラスミドが、配列番号８９に対し１００％配列同一性を含むポリペプチドをコー
ドするヌクレオチド配列を含む、項目２１４に記載の組成物。
（項目２１８）
　前記プラスミドが、配列番号８９に対し１００％配列同一性からなるポリペプチドをコ
ードするヌクレオチド配列を含む、項目２１４に記載の組成物。
（項目２１９）
　配列番号８９に対し少なくとも８０％配列同一性を含むポリペプチドを含む組成物。
（項目２２０）
　前記ポリペプチドが、配列番号８９に対し少なくとも９０％配列同一性を含む、項目２
１９に記載の組成物。
（項目２２１）
　前記ポリペプチドが、配列番号８９に対し少なくとも９５％配列同一性を含む、項目２
１９に記載の組成物。
（項目２２２）
　前記ポリペプチドが、配列番号８９に対し１００％配列同一性を含む、項目２１９に記
載の組成物。
（項目２２３）
　前記ポリペプチドが、配列番号８９に対し１００％配列同一性からなる、項目２１９に
記載の組成物。
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